
環境像 基本方針 施策（案） 具体的取組（現在の実施例）

Ⅴ　学びと協働の推進

①環境教育・学習の充実
学校での環境教育の充実、出前授業の充実、環境学習リーダーの育成、施設見学会の
実施等

②多様な主体との連携・協働
アダプト制度・ボランティア制度の充実、環境配慮事業者連絡会の充実、地域包括協
定締結団体との環境面での連携、他自治体との広域連携等

③普及啓発による環境意識の向上 市報・ホームページでの環境情報の発信、環境イベント等での普及啓発等

Ⅳ　快適な生活環境の確保

①大気・水・土壌環境等の監視と保全
大気・水質・騒音等の環境調査、自動車使用に伴う大気汚染等の抑制、化学物質の適
正管理、土壌汚染・アスベスト対策の指導・助言等

②身近な住環境問題への対応
近隣の騒音・振動・悪臭等の相談対応の充実、衛生害虫等の防除、アライグマ・ハ
クビシン対策、蓄犬登録・狂犬病予防注射接種の推進、地域猫活動の推進等

③まちの環境美化の向上
喫煙マナーアップキャンペーン、イエローチョーク作戦、美化啓発等看板配布、環境
ポスターコンクール、空き地の適正管理の指導等

④環境にやさしい交通手段への転換
歩道の整備、自転車の利用促進、公共交通機関（コミュニティバス・コミュニティタ
クシー）の利用促進、放置自転車の撤去等

Ⅲ　水と緑と生きものとの共生

 ※(仮称)小平市生物多様性ビジョンと
　 して位置付ける

①生物多様性の理解と配慮行動
生きもの調査の実施、生物多様性に関する情報の発信、生物多様性講演会の開催、自
然観察会の開催等

②水辺や緑地の保全・創出
用水路の水量確保、用水路の保全、親水整備、公園の整備、樹林地の保全、街路樹の
管理、花いっぱい運動、農地の保全等

③生きものの保全・活用 在来種の保全、外来種の防除、地場産農産物の販売促進等

施策の体系（SDGｓアイコン表示・取組実施例）[修正版]
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Ⅰ　地球温暖化・エネルギー対策
　　の推進

 ※小平市地域エネルギービジョンと
　 して位置付ける

①省エネルギーの推進 環境家計簿の活用、LED化の推進、電気自動車の導入、ノーカーデーの促進等

②エネルギーの有効活用
公共施設への太陽光発電システムの導入、太陽光発電システム・家庭用燃料電池設置
費の助成、市民共同発電所等

③気候変動への適応 緑のカーテンの普及、打ち水の普及、熱中症予防、雨水管きょ整備等

Ⅱ　循環型社会の形成

①廃棄物の発生抑制（リデュース） マイバック利用の促進、プラスチックごみの削減、食品ロスの削減等

②資源の循環利用（リユース・リサイクル）
ごみ分別アプリの活用、分別の徹底、グリーン購入の促進、食物資源循環事業、食物
資源（生ごみ）処理機購入費用の助成等

③適正処理の維持・向上
小平・村山・大和衛生組合（仮称）不燃・粗大ごみ処理施設の整備、（仮称）新ごみ
焼却施設の整備等

【取組実施例】
現行の小平市第二次環境基本計画等に位置付けられている取組や、計画に位

置付けられてはいないが既に実施している取組などを示している。

施策体系をイメージするための例示であり、今後、取捨選択や新規の取組を

加えるなど、検討していく。

【持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）】
平成２７（２０１５）年９月に「国連持続可能な開発サミット」で合意されたもので、経済・社会・

環境をめぐる広範囲な課題に統合的に取り組むことにより、持続可能な社会の実現を目指すために、令

和１２（２０３０）年までに達成すべき１７のゴール（目標）と１６９のターゲットが掲げられている。

エネルギー、気候変動、廃棄物、生物多様性など、環境に関連するゴールは多く、基礎自治体の環境

施策においても指針となるものである。

上記の施策（案）において、現時点で当てはまると想定されるゴールのアイコンを表示している。
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